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広報 広報 睦沢町のご長寿
「まだ、裏の山で草刈りしているんですよ」
と、江沢いしさん（102歳）。
長寿の国日本！元気なお年寄りが、まだま
だ活躍中です。
（詳しくは町のできごと８～９Ｐで。）
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―
第
二
弾
　
一
人
一
人
が
考
え
る
と
き
、
ま
ち
が
変
わ
る
―

⑦
　
行
財
政
の
効
率
化

総
務
、
企
画
等
の
管
理
部
門
の

効
率
化
が
図
ら
れ
、
相
対
的
に
サ

ー
ビ
ス
提
供
や
事
業
実
施
を
直
接

担
当
す
る
部
門
等
を
手
厚
く
す
る

と
共
に
、
職
員
数
を
全
体
的
に
少

な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
三

役
や
議
員
、
各
市
町
村
に
置
く
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
委
員
会
や
審
議

会
の
委
員
、
事
務
局
職
員
な
ど
の

総
数
が
減
少
し
、
そ
の
分
経
費
が

節
減
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
文
化
施

設
等
な
ど
の
公
共
施
設
が
将
来
に

向
け
、
効
率
的
に
配
置
さ
れ
、
狭

い
地
域
で
類
似
施
設
の
重
複
が
な

く
な
り
ま
す
。

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
総
合

的
な
活
力
の
強
化

地
域
の
存
在
感
や
「
格
」
の
向
上

と
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
企
業
の
進
出
や
若
者
の
定
着
、

重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
誘
致
、
成
長

力
が
強
く
な
り
ま
す
。

長生郡市合併の 
　メリット・ 
　　デメリット 

⑥
　
広
域
的
観
点
に
立
っ
た

ま
ち
づ
く
り
と
施
策
展
開

道
路
や
公
共
施
設
の
整
備
、
土
地

利
用
、
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
区

画
割
り
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り

効
果
的
に
実
施
、
環
境
問
題
、
観
光

振
興
な
ど
、
広
域
的
な
調
整
、
取
り

組
み
等
を
必
要
と
す
る
課
題
に
関
す

る
施
策
を
展
開
で
き
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト

①
　
地
方
拠
点
都
市
地
域
を

ふ
ま
え
た
自
立
都
市
圏

づ
く
り

長
生
郡
市
７
市
町
村
は
、
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
圏
央
道
に
よ
り
、

県
中
央
部
を
貫
く
新
た
な
軸
上
に
位

置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、

豊
か
な
自
然
環
境
と
の
調
和
の
も
と

に
多
彩
な
交
流
と
創
造
性
に
あ
ふ
れ

た
、
快
適
で
質
の
高
い
自
立
都
市
圏

の
形
成
に
向
け
、
各
拠
点
地
区
及
び

交
流
促
進
地
区
の
事
業
展
開
に
弾
み

が
期
待
で
き
ま
す
。

②
　
圏
央
道
整
備
に
伴
う

波
及
効
果
の
享
受
と

一
体
的
な
土
地
利
用
の
確
立

圏
央
道
の
受
け
皿
と
し
て
、
計
画

さ
れ
て
い
る
長
生
・
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

ン
、
県
道
茂
原
白
子
バ
イ
パ
ス
と
既

存
の
九
十
九
里
有
料
道
路
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
、
さ
ら
に
長
生
外
環
状

道
路
の
整
備
促
進
が
図
れ
る
こ
と
か

ら
、
長
生
郡
市
の
交
通
体
系
の
早
期

確
立
が
見
込
ま
れ
、
長
生
郡
市
で
圏

央
道
整
備
に
伴
う
波
及
効
果
の
早
期

享
受
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

③
　
日
常
生
活
圏
の
一
体
化

に
よ
る
住
民
の
利
便
性

の
向
上

利
用
可
能
な
窓
口
の
追
加
、
学
校

区
割
り
及
び
飛
び
地
の
解
消
、
公
共

施
設
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

④
　
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・

多
様
化

多
様
な
個
性
あ
る
行
政
施
策
の
展

開
が
可
能
、
専
門
的
か
つ
高
度
な
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
の
可
能
、一
般
的
に
、

合
併
の
際
、
福
祉
等
サ
ー
ビ
ス
水
準

は
高
く
、
負
担
は
低
く
調
整
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
安
定
、
公
共
団
体
の
統
合
や
新
設

が
図
ら
れ
、
多
様
な
事
業
、
広
域
的

な
事
業
等
の
展
開
が
可
能
、
職
員
の

競
争
が
促
さ
れ
、
多
く
の
職
員
か
ら

有
能
な
役
職
員
を
登
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

⑤
　
重
点
的
な
投
資
に
よ
る

基
盤
整
備
の
推
進

重
点
的
な
投
資
が
可
能
と
な
り
、

地
域
の
中
核
と
な
る
グ
レ
ー
ド
の
高

い
施
設
の
整
備
や
大
規
模
な
投
資
を

必
要
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

南総広域農道上之郷交差点付近の様子
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デ
メ
リ
ッ
ト

①

地
方
交
付
税
の
減
額

・
市
町
村
の
合
併
特
例
に
関
す
る
法

律
（
合
併
特
例
法
第
11
条
）
に
よ
っ

て
、
合
併
後
10
か
年
度
は
合
併
前
の

合
算
額
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
算
定

さ
れ
、
そ
の
後
５
年
度
間
に
つ
い
て

は
段
階
的
に
減
額
と
な
り
、
16
年
目

以
降
は
一
本
査
定
と
な
り
ま
す
。

②

名
称
変
更
等
に
伴
う
経
費
負
担

・
合
併
に
よ
っ
て
直
接
か
か
る
経
費

は
、
看
板
の
書
き
替
え
、
印
刷
物
の

統
一
化
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

☆
合
併
す
る
と
、
周
辺
地
域
は
さ
び

れ
て
し
ま
う
の
で
は
？

ま
ず
、
住
民
が
意
見
を
出
し
合
っ

て
、
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う

進
め
る
か
き
ち
ん
と
話
し
合
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
周
辺
地
域

の
こ
と
の
考
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
計

画(

「
市
町
村
建
設
計
画
」
と
い
い

ま
す)

を
し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と
や

新
し
い
町
づ
く
り
に
必
要
な
経
費
に

つ
い
て
は
国
か
ら
い
ろ
い
ろ
お
金
が

補
助
さ
れ
る
か
ら
う
ま
く
活
用
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、
合
併

し
た
後
は
計
画
通
り
に
バ
ラ
ン
ス
良

く
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
解
決
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

☆
合
併
は
い
い
こ
と
ば
か
り
み
た
い

だ
が
、
そ
ん
な
に
う
ま
く
い
く

の
か

合
併
さ
え
す
れ
ば
す
べ
て
の
問
題

が
解
決
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

で
す
が
、
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を

良
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
を

持
ち
、
合
併
は
生
活
に
大
き
く
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
だ
か
ら
、
合
併
の
メ

リ
ッ
ト
も
問
題
点
も
よ
く
検
討
し
た

上
で
決
め
る
べ
き
問
題
で
す
。

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
ま
ち
の
こ
れ

か
ら
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
が
迫
っ

て
い
ま
す
。

心
配
さ
れ
る
こ
と

☆
使
用
料
・
手
数
料
が

あ
が
る
の
で
は
？

７
市
町
村
の
公
共
施
設
は
、
建
設

年
度
規
模
等
に
よ
り
、
使
用
料
の
比

較
は
難
し
い
が
、
周
辺
自
治
体
の
比

較
等
を
行
い
住
民
の
み
な
さ
ん
と
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
７
市
町

村
に
お
い
て
大
き
な
開
き
は
な
く
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
過
度
な
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

☆
合
併
し
な
く
て
も
、
現
在
の
広
域

行
政
シ
ス
テ
ム
で
十
分
対
応
で
き

る
の
で
は
？

一
部
事
務
組
合
で
し
尿
、
ゴ
ミ
、
消

防
、
水
道
、
病
院
等
の
事
業
に
取
り

組
み
、
行
政
経
費
の
低
コ
ス
ト
化
と

効
率
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
規
模
、
経
費
は
年
々
大
き
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
広
域
行
政
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
る
一
方
で
各

協
同
処
理
事
務
が
多
く
な
っ
た
こ
と

で
、
構
成
市
町
村
と
組
合
間
の
調
整

に
要
す
る
労
力
ま
た
、
規
模
が
大
き

く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
把
握
や
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

0

5,000

10,000

25,000

30,000
千  円 

一般会計地方債現在高（千円） 
歳入額（千円） 
歳出決算額（千円） 
人口（平成14年3月31日現在）（人） 

茂原市 
28,086,323 
27,962,770 
27,147,034 
00,095,091

2,786,893 
3,956,708 
3,804,717 
0,012,131

3,099,796 
4,302,822 
3,972,354 
0,008,244

3,059,967 
5,567,227 
5,159,374 
0,014,595

2,843,640 
4,281,781 
4,123,629 
0,013,626

3,788,360 
5,404,331 
4,975,202 
0,008,660

3,268,973 
5,022,391 
4,781,744 
0,010,734

一宮町 睦沢町 長生村 白子町 長柄町 長南町 

自主財源の比率（％） 

経常一般財源の比率（％） 市町村名 

長南町 

長柄町 

白子町 

長生村 

睦沢町 

一宮町 

茂原市 

％ 48.5
64.2

42.3

41.3

71.2

70.0

70.8

63.7

46.2
49.7

37.5
56.1

45.0

59.7

茂原市 一宮町 睦沢町 長生村 白子町 長柄町 長南町 

852
499 622 656

380
755

973

歳入の割合

人口一人あたりの債務残高
（千円）

平成13年度
長生郡市市町村財政（決算）状況

（一部）
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前
年
度
比

歳
入
12
・
０
％
増

歳
出
13
・
１
％
増

歳
入
の
部

平
成
13
年
度
一
般
会
計
歳
入
総
額

は
、
43
億
２
８
２
万
２
千
円
と
前
年

の
38
億
４
２
１
４
万
６
千
円
を
４
億

６
０
６
７
万
６
千
円(

12
・
０
％)

上

ま
わ
り
ま
し
た
。

地
方
譲
与
税
、ゴ
ル
フ
場
利
用
税
、

地
方
交
付
税
は
減
額
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
ほ
か
町
税
な
ど
は
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
部

歳
出
総
額
も
39
億
７
２
３
５
万
４

千
円
と
前
年
度
の
35
億
１
３
５
８
万

８
千
円
を
４
億
５
８
７
６
万
６
千
円

（
13
・
０
％
）
と
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
主
な
支
出
は
、
瑞
沢
小
学
校
の

建
て
替
え
工
事
、
社
会
体
育
施
設
の

野
球
場
の
整
備
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

と
ペ
タ
ン
ク
場
及
び
駐
車
場
の
整

備
、
陶
芸
窯
の
設
置
工
事
、
巡
回
バ

ス
の
運
行
委
託
料
、
在
宅
福
祉
と
施

設
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
支
援
、
保

育
所
の
改
修
工
事
、
健
康
面
で
は
各

種
検
診
の
実
施
、
フ
ラ
ワ
ー
＆
ク
リ

ー
ン
作
戦
、
農
道
や
排
水
路
の
整
備

工
事
、
林
道
の
開
設
工
事
、
町
道
の

整
備
や
改
良
及
び
舗
装
の
補
修
工

事
、
瑞
沢
川
流
域
の
排
水
施
設
の
整

備
工
事
、
社
会
教
育
で
は
、
生
涯
教

育
や
歴
史
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

な
ど
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

決
算
報
告
（見込み）

【町　税】
皆さんからいただいた町民税、固定

資産税、軽自動車税などです。
【地方譲与税】
自動車重量譲与税と地方道路譲与税

です。
【ゴルフ場利用税】
町内３箇所のゴルフ場利用者数に応

じて県から交付されたものです。
【地方交付税】
国から交付されたものです。

【国・県支出金】
国や県から支出された各事業の補助

金などが主です。
【財産収入】
基金利子や土地売買収入などです。

【繰入金】
特別会計と基金からの繰入金です。

【繰越金】
前年度からの繰越金です。

【諸収入】
町預金利子や各施設の利用料などです。

【町　債】
町が借りたお金です。

【その他】
その他の交付金や分担金負担金、使

用料及び手数料などです。

み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
は
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町　税 
8億4,944万8千円 
（19.8％） 

地方交付税 
13億3,550万9千円 
（31.0％） 

国・県支出金 
5億3,676万6千円 
（12.5％） 

繰入金 
3億485万5千円 
（7.1％） 

繰越金 
3億2,855万8千円 
（7.6％） 

財産収入 
1,034万8千円 
（0.2％） 

諸収入 
3,929万3千円 
（0.9％） 

その他 
 2億6,191万8千円 
（6.1％） 

地方譲与税 
 7,384万7千円 
（1.7％） 

ゴルフ場 
利用税 
 8,918万円 
（2.1％） 

町　債 
4億7,310万円 
（11.0％） 

総　額 
43億282万 
2千円 

総務費 
7億7,119万5千円 
（19.4％） 

衛生費 
 3億3,931万 
  3千円 
   （8.5％） 農林 

水産業費 
4億3,103万8千円 
（10.8％） 

教育費 
11億3,483万 
6千円 
（28.6％） 

  土木費 
  4億53万 
  1千円 
（10.1％） 

災害復旧費 
1,596万3千円 
（0.4％） 

議会費 
8,925万2千円 
（2.2％） 

公債費 
2億4,587万8千円 
（6.2％） 

民生費 
 3億9,582万1千円 
（10.0％） 

消防費 
 1億4,549万円 
（3.7％） 

商工費 
 303万7千円 
（0.1％） 

総　額 
39億7,235万 

4千円 

歳 入

歳 出

平成13年度
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固
定
資
産
税 

町
民
税 

4億5,220万4千円 
（53.2％） 

3億5,240万2千円 
（41.5％） 

たばこ税 
2,513万3千円 
（3.0％） 

軽自動車税 1,276万2千円（1.5％） 
鉱産税 576万7千円（0.7％） 
特別土地保有税 118万円（0.1％） 

総 務 費
文書広報費 ２，１７４万円

交通安全対策費 ４１９万５千円

地域づくり特別事業費 ４６３万１千円

選　挙　費 ５４１万２千円

統計調査費 ４５８万３千円

民 生 費
老人福祉費 １億２，７９０万６千円

身体障害者福祉費 ３，１０１万１千円

国民年金費 ４１６万７千円

児童措置費 ２，０６７万６千円

児童福祉施設費 ６，９５６万５千円

衛 生 費
予　防　費 ３，４５９万２千円

老人保健事務費 ２７２万６千円

環境衛生費 ２，３７７万７千円

農林水産業費
農業振興費 ６，２４５万１千円

農　地　費 １億７，６４５万３千円

林業振興費 ９，７６６万円

商 工 費
商工業振興費 ２７８万３千円

土 木 費
道路維持費 ５，９６３万３千円

道路新設改良費 １億８，７２６万円

水　防　費 ９，７２２万円

住宅管理費 ２３４万８千円

消 防 費
常備消防費 １億２，３５５万６千円

非常備消防費 ２，１６４万８千円

教 育 費
教育総務費 ６，９５５万１千円

小 学 校 費 ６億７，１１２万９千円

中 学 校 費 ５，７９５万３千円

幼 稚 園 費 ６，３４９万４千円

社会教育費 １億１，００８万７千円

保健体育費 １億６，２６２万２千円

町税全体で、前年度より２，８８２万２千円
（3.5％）増で、固定資産税、町民税、軽自動車税
は共に前年度より増額していますが、そのほかは
すべて減額しています。

歳入では、前年度より国保会計（9.1％）、介護保
険会計（28.9％）と増額、老人保健会計（0.1％）、集
落排水会計（27. 5％）減となっています。
歳出では、介護保険会計（40.6％）、国保会計

（19.9％）、ついで老人保健会計（0.5％）と増額し、
集落排水会計（27. 3％）は減額となりました。

特別会計決算

国 保 会 計 7億794万7千円 6億6,366万4千円

老人保健会計 7億4,583万1千円 7億3,687万1千円

集落排水会計 6,983万9千円 6,873万3千円

介護保険会計 3億2,539万8千円 3億942万6千円

会 計 歳 入 歳 出

歳出の主な内訳 町税の構成比

新しくできた瑞沢小学校
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エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
で
す
か
？

今
は
、
週
の
う
ち
半
分
、
六
本

木
へ
行
き
、
高
齢
者
の
健
康
教
室

を
し
て
い
ま
す
。
他
に
は
、
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
で
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
を
教
え
る
な
ど
、
フ
リ
ー
で

活
動
中
で
す
。

睦
沢
町
で
は
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

教
室
・
リ
ズ
ム
運
動
教
室
の
音
楽

体
操
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
で
指

導
し
て
い
ま
す
。
あ
と
、
六
本
木

で
は
、
主
に
、
運
動
療
法
を
し
て

い
ま
す
。

運
動
療
法
？

運
動
療
法
は
、
医
師
の
診
断
に

基
づ
い
て
ト
レ
ー
ナ
ー
が
運
動
メ

ニ
ュ
ー
を
作
り
、
治
療
の
一
環
と

し
て
、
運
動
を
す
る
も
の
で
す
。

運
動
版
栄
養
士
さ
ん
み
た
い
な

も
の
で
す
か
？

そ
ん
な
感
じ
で
す
。で
す
か
ら
、

中
高
年
、
高
齢
者
の
方
々
が
ほ
と

ん
ど
で
、
生
活
習
慣
病
の
改
善
を

目
的
と
し
た
方
が
大
半
を
占
め
て

い
ま
す
。

と
、
い
い
ま
す
と
？

高
血
圧
や
糖
尿
病
、
ち
ょ
っ
と

太
め
の
方
な
ど
普
段
の
生
活
か

ら
、
疾
患
を
引
き
起
こ
し
た
方
で

す
ね
。
医
師
の
診
断
書
に
基
づ
い

て
行
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
ひ
と
に

あ
っ
た
運
動
方
法
で
治
療
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
こ
で
も
で
き
る
も
の
な
ん
で

現
在
、
池
田
さ
ん
は
睦
沢
町
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
リ

ズ
ム
運
動
教
室
（
主
に
音
楽
体
操
担
当
）、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
講
座
で
指
導
し
て
い
ま
す
。

運
動
が
嫌
い
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
た
学
生
時
代
に

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
出
会
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
今
の

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

池田　容子さん（川島）

JAFA ADI（社団法人　日本エアロビッ
クフィットネス協会　エアロビックダンス
エクササイズインストラクター＝Japan
Aerobic Fitness Association Aerobic
Dance-Exercise Instuructor）で、今現在
は、フリーで活動中。

音
楽
を
使
っ
て
楽
し
く

音
楽
を
使
っ
て
楽
し
く 

  
誰
で
も
で
き
る
エ
ア
ロ
ビ
を

誰
で
も
で
き
る
エ
ア
ロ
ビ
を 

!!

運
動
療
法
で
生
活
習
慣
病
の

運
動
療
法
で
生
活
習
慣
病
の 

　
　
　
　
　
改
善
を
目
指
す

　
　
　
　
　
改
善
を
目
指
す 

運
動
療
法
で
生
活
習
慣
病
の 

　
　
　
　
　
改
善
を
目
指
す 

音
楽
を
使
っ
て
楽
し
く 

  
誰
で
も
で
き
る
エ
ア
ロ
ビ
を 

!!

成
田
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
で

は
、
平
成
15
年
度
看
護
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員

30
名
（
男
子
も
可
）

出
願
期
間

平
成
14
年
12
月
17
日
〜

平
成
15
年
１
月
15
日

試
験
日

第
一
次
試
験
平
成
15
年
１
月
21
日

第
二
次
試
験
平
成
15
年
１
月
23
日

合
格
発
表

平
成
15
年
２
月
６
日

入
試
科
目

国
語
蠢
・
蠡
（
古
典
、

漢
文
を
除
く
）、
英
語
蠢
・
蠡
、

選
択
科
目（
生
物
蠢
Ｂ
・
数
学
Ⅰ
）

か
ら
一
科
目
選
択

応
募
資
格

高
等
学
校
卒
業
又
は
卒

業
見
込
み
の
者

お
問
い
合
せ
及
び
資
料
請
求
先

（
資
料
請
求
は
５
０
０
円
分
の
小

為
替
又
は
切
手
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
）

〒
２
８
６
―
８
５
２
３

成
田
市
飯
田
町
90
―
１

成
田
赤
十
字
看
護
専
門
学
校

入
試
係

蕁
０
４
７
６
―
22
―
２
３
１
１

（
内
線
７
３
８
１
）

す
か
？

基
本
的
に
は
医
師
の
診
断
書

が
あ
れ
ば
で
き
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
病
院
で
行
う
か
施

設
が
病
院
と
提
携
し
て
行
っ
て
い

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
施
設

の
中
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ
る
場
合

も
あ
り
、
そ
の
日
だ
け
、
診
断
書

を
作
成
し
、
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て

行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

運
動
療
法
の
今
後
は
？

こ
れ
か
ら
先
、
高
齢
化
が
ど

ん
ど
ん
進
ん
で
き
ま
す
よ
ね
。

そ
ん
な
と
き
、
健
康
で
元
気
に

楽
し
く
長
生
き
す
る
た
め
に
必

要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

活
動
し
て
い
る
中
で
、
目
指
し

て
い
る
も
の
は
？

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
っ
て
皆
さ
ん
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
み
て
い
る
と

と
て
も
難
し
く
見
え
ま
せ
ん
か
？

い
や
、
実
際
に
ジ
ム
や
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
っ
て
難

し
い
の
で
す
。

「
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
私
に
は
で
き

な
い
」
と
あ
き
ら
め
て
し
ま
い
が

ち
な
の
で
す
。
で
も
、
実
際
は
そ

ん
な
こ
と
は
な
い
ん
で
す
よ
。
み

ん
な
大
き
な
誤
解
で
す
。
音
楽
を

使
っ
て
み
ん
な
で
楽
し
く
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
を
し
て
、
健
康
で
楽
し
い

毎
日
を
過
ご
せ
た
ら
と
思
い
ま

す
。「
誰
で
も
で
き
る
エ
ア
ロ
ビ

を
!!
」
を
合
い
言
葉
に
が
ん
ば
り

ま
す
。

（
10
月
４
日
談
）

赤
十
字

看
護
学
生募

集
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私
は
大
正
11
年
２
月
27
日
生
ま

れ
。
徴
兵
検
査
を
受
け
、
昭
和
18

年
１
月
10
日
、
横
須
賀
第
２
海
兵

団
に
入
団
し
た
。
出
征
時
に
は
、

小
学
生
が
鼓
笛
隊
で「
露
営
の
歌
」

「
同
期
の
桜
」
の
軍
歌
を
演
奏
し
、

兵
士
は
馬
に
乗
り
、
寄
せ
書
き
の

日
章
旗
を
肩
に
担
い
で
「
海
軍
祝

入
団
」
と
い
う
幟
旗
で
一
ノ
宮
駅

ま
で
送
ら
れ
た
。
３
カ
月
の
初
年

兵
教
育
は
、
寒
さ
の
中
で
こ
と
の

ほ
か
厳
し
か
っ
た
。

昭
和
18
年
４
月
15
日
、
海
軍
工

作
学
校
付
を
命
令
さ
れ
、
10
月
８

日
に
第
80
期
普
通
科
電
気
術
練
習

生
と
し
て
同
校
へ
入
校
し
た
。
昭

和
19
年
１
月
18
日
、
卒
業
し
て
愛

知
県
の
豊
橋
海
軍
航
空
隊
へ
入
隊

―『睦沢町民の戦争体験』から（37）―

た
。
捕
虜
に
な
る
こ
と
は
軍
人
の

恥
と
教
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
戦

局
が
険
し
く
な
っ
て
き
た
こ
ろ
私

た
ち
は
自
決
を
覚
悟
し
た
。

８
月
15
日
、
玉
音
放
送
は
防
空

壕
の
中
で
聞
い
た
。
国
の
た
め
に

青
春
を
燃
や
し
最
後
ま
で
戦
い
抜

く
覚
悟
で
い
た
の
で
、
信
じ
ら
れ

な
か
っ
た
。
そ
の
当
時
生
き
て
帰

る
こ
と
は
恥
ず
べ
き
こ
と
と
さ
れ

て
い
た
。11
月
に
復
員
し
た
と
き
、

部
落
の
人
に
な
ん
と
挨
拶
を
し
よ

う
か
と
悩
ん
で
、
家
に
は
夜
明
け

を
待
っ
て
裏
口
か
ら
入
っ
た
。
敗

戦
の
惨
め
さ
を
痛
感
し
た
。

（
１
９
９
８
年
９
月
13
日
、
10
月

７
日
、高
野
啓
子
聞
き
取
り
調
査
。

久
野
一
郎
編
集
）

詳
細
は
『
睦
沢
町
民
の
戦
争
体

験
第
２
集
』
29
頁
以
下
を
参
照
。

資
料
館
で
は
、
歴
史
の
事
実
を
事

実
と
し
て
記
録
す
る
た
め
戦
争
体

験
の
手
記
を
募
集
し
、
聞
き
取
り

を
継
続
し
て
い
ま
す
。
協
力
い
た

だ
け
る
方
は
資
料
館
（
蕁
44
―
０

２
９
０
）
に
ご
連
絡
を
。
戦
争
関

係
資
料
の
寄
贈
も
歓
迎
し
ま
す
。

し
、
魚
雷
の
回
収
・
救
難
作
業
の

演
習
や
演
習
用
標
的
艦
に
乗
船
し

た
。
８
月
５
日
、
美
幌
航
空
基
地

に
行
っ
た
。
冬
、
北
海
道
は
海
が

凍
る
と
接
岸
し
た
船
と
岸
壁
が
凍

り
付
く
。
干
満
の
差
が
１
ｍ
あ
っ

た
。
水
に
浮
い
て
い
る
べ
き
船
が

宙
に
浮
い
て
し
ま
う
と
危
険
な
の

で
、
船
の
周
り
に
付
い
た
氷
を
割

る
こ
と
が
毎
日
の
仕
事
だ
っ
た
。

作
業
中
、
服
に
海
水
が
か
か
る
と

一
瞬
で
凍
っ
た
。
仕
事
場
の
寒
さ

は
尋
常
で
は
な
か
っ
た
。

室
蘭
は
製
鉄
所
な
ど
が
あ
っ
て

敵
の
標
的
に
な
り
、
８
月
８
〜
９

日
に
艦
砲
射
撃
さ
れ
た
。
前
日
、

状
況
把
握
の
た
め
に
Ｂ
29
が
飛
ん

で
来
て
写
真
を
撮
っ
て
い
っ
た
。

超
低
空
飛
行
な
の
に
こ
ち
ら
の
高

射
砲
が
届
か
な
か
っ
た
。
翌
日
、

群
れ
を
な
し
て
飛
ぶ
蜂
の
よ
う
に

艦
載
機
が
来
て
、
機
銃
掃
射
を
撃

ち
込
ん
だ
。
船
は
投
錨
し
て
い
た

の
で
退
避
も
で
き
な
い
。
応
戦
し

て
い
る
と
船
の
中
に
水
が
入
っ
て

き
た
。
船
が
沈
み
か
け
て
水
面
す

れ
す
れ
に
な
っ
て
も
総
員
退
避
の

命
令
が
出
ず
、
持
ち
場
を
死
守
し

北
海
道
の
美
幌
航
空
基
地
に
て

（
宮
　
崎
　
　
博
・
寺
　
崎
）

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
何
か
を
買

っ
た
り
、
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ご
み
に

な
っ
た
後
か
ら
ご
み
の
処
分
を
考
え

る
の
で
は
な
く
、
買
い
物
す
る
時
点

で
ど
れ
だ
け
減
ら
せ
る
か
、
ご
み
に

リデュ－ス 
―ごみになるものを 
　　　　　　 減らす― 

リデュ－ス 
―ごみになるものを 
　　　　　　 減らす― 

リデュ－ス 
―ごみになるものを 
　　　　　　 減らす― 

シリーズごみがなるべく出ない買い物をする 

ごみになるもの（過剰な包装など）が少ないか 

リデュースできるか 

リサイクルできるか 

環境に配慮された商品か 

よくできました。今後も環境により負荷の少ない 
買物の仕方を心がけましょう 

リサイクルされた素材でつくられた商品か 

YES NO

YES NO

YES NO

YES NO

YES NO

なるべくごみが出ないものを選ぶ 

リユースできるものを選ぶ 

リサイクルできるものを選ぶ 

リサイクルされた素材で 
つくられたものを選ぶ 

環境配慮品を選ぶ 

な
っ
た
後
の
こ
と
ま
で
考
え
て
、
買

う
も
の
を
選
べ
る
か
が
、
ご
み
の
ダ

イ
エ
ッ
ト
の
大
き
な
分
岐
点
で
す
。

レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
買
い
物

を
し
た
と
き
も
ら
う
レ
ジ
袋
。
買
い

物
袋
と
し
て
使
用
し
た
後
、
ご
み
袋

と
し
て
利
用
す
る
人
も
多
い
よ
う
で

す
が
、
結
局
は
ご
み
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
買
い
物
す
る
と
き
に
マ
イ

バ
ッ
グ
を
持
っ
て
い
け
ば
、
レ
ジ
袋

は
い
り
ま
せ
ん
。
ご
み
を
少
し
で
も

減
ら
す
こ
と
を
日
頃
か
ら
考
え
て
み

て
は
。

My  Bag螢
For Shopping!
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身近な情報を 
　　お知らせください。 
　総務課総務係 
　蕁44－2500

身近な情報を 
　　お知らせください。 
　総務課総務係 
　蕁44－2500

表
紙
の
江
沢
い
し
さ
ん
を
は
じ

め
、
長
寿
を
記
念
し
て
、
老
人
の
日

に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

中
に
は
、
感
激
し
て
泣
い
て
し
ま

う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

去
る
、
６
月
30
日
に
ゆ
う
あ
い
館
で
行
わ
れ
た
睦

沢
町
観
光
協
会
誕
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
町
観
光

協
会
か
ら
寺
崎
や
す
ら
ぎ
の
森
・
妙
楽
寺
ふ
る
さ
と

の
森
に
そ
れ
ぞ
れ
公
園
用
の
寄
贈
（
目
録
）
さ
れ
、

こ
の
度
、
ベ
ン
チ
が
で
き
あ
が
り
、
９
月
８
日
（
日
）

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
観
光
協
会
と
地
元
の
役
員
の
方
が
小

雨
の
中
、
重
さ
200
キ
ロ
あ
る
ベ
ン
チ
を
運
び
、
や
す

ら
ぎ
の
森
は
広
場
に
、
ふ
る
さ
と
の
森
は
駐
車
場
の

脇
に
設
置
し
ま
し
た
。

地
元
の
役
員
さ
ん
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
擬
木
な

の
で
腐
る
こ
と
が
な
く
、
長
く
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま

す
。」
と
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

上
の
写
真
は
や
す
ら
ぎ
の
森（
寺
崎
）の
様
子
。

―
や
す
ら
ぎ
の
森（
寺
崎
）・

ふ
る
さ
と
の
森（
妙
楽
寺
）
―

元
村
議
会
議
員
の
故
・
御
園

生
義
男
さ
ん
に
、
勲
六
等
単
光

旭
日
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

御
園
生
さ
ん
は
昭
和
26
年
７

月
に
村
議
会
議
員
に
就
任
し
て

以
来
、
15
年
の
長
い
間
、
在
職

故

御
園
生
　
義
男
さ
ん
（
大
谷
木
）

＝
地
方
自
治
功
労
＝

さ
れ
、
卓
越
し
た
識
見
と
指
導

力
を
発
揮
し
、
農
業
関
係
ま
た
、

福
祉
の
向
上
に
多
く
の
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
し

ま
す
。

池田きみさん池田きみさん 
（90歳）歳） 

池田きみさん 
（90歳） 

鵜沢ひささん鵜沢ひささん 
（99歳）歳） 

鵜沢ひささん 
（99歳） 平山はつさん平山はつさん 

（101歳）歳） 
平山はつさん 
（101歳） 

江沢いしさん（102歳）

齋藤たけさん齋藤たけさん 
（90歳）歳） 

齋藤たけさん 
（90歳） 

中村はなさん中村はなさん 
（99歳）歳） 

中村はなさん 
（99歳） 

藤沢小イトさん藤沢小イトさん 
（100歳）歳） 

藤沢小イトさん 
（100歳） 
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乳
牛
の
名
残
り
の
柵
や
蕎
麦
の
花

須
　
田
　
ひ
ろ
し

分
校
の
オ
ル
ガ
ン
聞
こ
ゆ
鰯
雲

鈴
　
木
　
基
次
郎

産
み
月
を
母
に
ゆ
だ
ね
る
石
榴
の
実

山
　
本
　
阿
　
以

彼
岸
花
と
つ
ぜ
ん
の
び
て
赤
ぐ
る
ま

野
　
村
　
信
　
子

む
か
ご
め
し
砂
を
ふ
る
い
て
炊
き
に
け
り

野
　
村
　
義
　
之

曲
が
り
て
も
コ
ス
モ
ス
の
花
天
を
向
く

海
　
保
　
　
　
照

伝
説
の
星
の
深
井
戸
実
む
ら
さ
き

津
　
川
　
小
　
汀

漣
を
誘
ひ
川
面
の
鰯
雲

葵
　
　
　
か
け
る

花
失
せ
る
庭
に
一
輪
返
り
花

尾
　
手
　
岳
　
城

花
芒
友
に
再
会
旅
山
の
駅

田
　
　
　
き
わ
子

白
萩
の
乱
れ
て
咲
け
り
滝
の
ご
と

小
　
　
　
い
わ
お

秋
ざ
く
ら
お
ち
ょ
ぼ
の
口
へ
嬰
の
こ
ぶ
し

篠
　
田
　
と
　
み

診
断
良
し
帰
路
の
案
山
子
は
こ
ち
向
き
に

加
　
藤
　
秀
　
子

み
な
さ
ん
か
ら
の
投
句
と
身
近
な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

さ
ざ
な
み

あ

ふ

平
成
14
年
度
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
ポ
ス
タ
ー
　
絵
画

中
学
生
の
部
で
睦
沢
中
学
校
の
柳
川
和
美
さ
ん
が
厚
生
労
働

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
９
月
11
日
に
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
引
率
の
先
生
と
共
に
出
席
さ
れ
ま
し

た
。 ―

絵
画
　
中
学
生
の
部
　
柳
川
　
和
美
さ
ん
―

特
急
電
車
に
乗
っ
て
、
東
京
の

「
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
へ
絵
の
表
彰

式
に
久
我
先
生
と
行
き
ま
し
た
。

式
場
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
、
来

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
北

海
道
か
ら
来
た
、
車
い
す
に
乗
っ

た
人
も
い
ま
し
た
。
一
人
一
人
、

賞
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
て

き
な
イ
タ
リ
ア
製
の
写
真
立
て
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

す
ご
い
賞
が
と
れ
て
、
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。

（
原
文
の
ま
ま
）

柳川和美さん受賞作品です。

齊籐　美優ちゃん（妙楽寺）
平成12年 9月 9日生まれ

父　和美さん蟋母　美智子さん
こんにちはとぺこっと頭を下げてお出迎

え。笑顔が素敵な美優ちゃんは、写真を撮
るときもカメラ目線でにっこり。
ビデオが大好きで、何回もくり返し見て

内容を憶えてしまうほど。家族の名前が言
えるようになってみなさん大喜びです。

み　 ゆ う
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宮
闢
俊
男
氏
（
寺
崎
）
は
、
10
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
任
期
満
了
に
伴
い
退
任
さ
れ
た
石
井
穰
氏
の
後
任
と
し

て
、
町
の
人
権
相
談
で
み
な
さ
ん
の
相
談
相
手
と
し
て
ご
活
躍
い

た
だ
き
ま
す
。

前
委
員
の
、
石
井
氏
に
は
、
長
い
間
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人権擁護委員に
宮闢　俊男氏

宮崎俊男氏

教
育
委
員
会

長
い
間
教
育
委
員
と
し
て
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
中
村
美
代
氏
が
９

月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
り
、
後
任

と
し
て
近
藤
み
ち
子
氏
が
９
月
定
例

委
員
長
に
　
久
保
田
格
郎
氏

同
職
務
代
理
者
に
　
小
川
　
澄
　
氏

委
　
員
に
　
近
藤
み
ち
子
氏

議
会
で
同
意
を
得
て
、
10
月
１
日
付

け
で
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
、
開
催
さ
れ
た
教
育

委
員
会
議
で
委
員
長
に
久
保
田
格
郎

氏
、
同
職
務
代
理
者
に
小
川
澄
氏
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

中
村
前
委
員
の
ご
活
躍
に
感
謝
申

し
上
げ
、
新
し
く
就
任
さ
れ
ま
し
た

方
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。

近藤みち子氏

第18回 住民福祉大会
町社会福祉協議会では、福祉の

啓蒙啓発を目的に今年も住民福祉
大会を開催します。

と
　
き

11
月
17
日（
日
）

受
　
付
午
後
０
時
30
分

式
　
典
午
後
１
時
　

と
こ
ろ

睦
沢
ゆ
う
あ
い
館

第
１
部

藺
表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈
式

藺
福
祉
優
秀
作
文
の
発
表
等

第
２
部

楽
し
い
歌
や
踊
り

入
場
無
料

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
９
月
１
日
〜
30
日
）

睦
沢
町
観
光
協
会
　
６
、
２
５
５
円

匿
　
　
名
　
　
　
　
５
、
０
０
０
円

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
、
学
校

(

園)
施
設
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

は
、
平
成
13
年
度
に
緊
急
避
難
場
所

と
し
て
「
こ
ど
も
110
番
の
家
」
の
設

置
や
門
扉
設
置
を
行
い
、
さ
ら
に
児

童
・
生
徒
に
携
帯
用
防
犯
ブ
ザ
ー
を

貸
与
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
14
年

度
に
は
各
学
校
に
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の

設
置
を
行
い
、
防
犯
対
策
の
強
化
を

し
ま
し
た
。

携
帯
用
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
町
内
小

中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
・
生
徒

が
、
登
下
校
時
な
ど
に
お
い
て
、
身

の
危
険
を
感
じ
た
時
に
作
動
さ
せ
、

近
く
の
人
に
救
い
を
求
め
ま
す
。
ブ

ザ
ー
音
を
聞
い
た
方
は
、
児
童
・
生

徒
を
保
護
し
、
警
察
等
へ
の
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
避
難
場
所
「
こ
ど
も

110
番
の
家
」
の
ス
ッ
テ
カ
ー
を
、
昨

年
７
月
に
各
区
長
を
通
じ
て
各
世
帯

に
配
布
し
ま
し
た
の
で
、
子
ど
も
た

ち
の
目
に
つ
く
場
所
へ
貼
っ
て
頂
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ス
ッ
テ
カ
ー

が
無
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

睦
沢
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重

ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

睦
沢
町

睦
沢
町
教
育
委
員
会

睦
沢
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

―
児
童
・
生
徒
の
安
全
対
策
―

携帯用防犯ブザー
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読 
ん 
で 
得 
す 
る 
!?

読 
ん 
で 
得 
す 
る 
!?

保
健
師
　
田
中
　
葉
子

保
健
師
　
田
中
　
葉
子
　
著 
保
健
師
　
田
中
　
葉
子

５
、
そ
の
他

ぬ
る
め
の
お
風
呂
に
ゆ
っ
く
り

入
り
、
好
き
な
音
楽
や
読
書
な
ど

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
と
、
心
身
の

緊
張
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

ま
た
、
眠
く
な
る
ま
で
待
つ
の

で
は
な
く
、
就
寝
や
起
床
時
刻
を

一
定
に
し
、
睡
眠
の
リ
ズ
ム
を
作

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

ほ
ど
よ
い
肉
体
的
疲
労
は
心
地
よ

い
眠
り
を
作
り
ま
す
。
朝
よ
り
も

夕
方
に
汗
ば
む
程
度
の
運
動
を
す

る
ほ
う
が
効
果
的
で
す
。

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
自
分

に
合
っ
た
安
眠
法
が
必
ず
あ
る
は

ず
で
す
。
一
度
試
し
て
は
い
か
が

で
す
か
。

夜
、
眠
れ
な
く
て
悩
ん
で
い
る

人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

人
間
の
体
は
昼
間
活
動
し
て
夜

は
休
む
た
め
、
夜
に
な
れ
ば
自
然

に
眠
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
眠
れ

な
い
と
い
う
の
は
つ
ら
い
も
の
で

す
。

不
眠
の
原
因
と
解
消
法

１
、
ス
ト
レ
ス

ス
ト
レ
ス
は
脳
を
刺
激
し
て
興
奮

さ
せ
、
眠
り
を
妨
げ
ま
す
。
特
に
神

経
質
で
ま
じ
め
な
性
格
の
人
は
ス
ト

レ
ス
を
よ
り
強
く
感
じ
る
た
め
、
不

眠
症
に
な
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。
こ

ん
な
人
は
、
音
楽
や
読
書
、
ス
ポ
ー

ツ
、
旅
行
な
ど
、
自
分
に
合
っ
た
趣

味
を
見
つ
け
て
気
分
転
換
を
は
か

り
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎

２
、
心
の
病
気

う
つ
病
、
神
経
症
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
な
ど
心
の
病
気
は
、
不

眠
を
伴
う
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

単
な
る
神
経
性
の
不
眠
だ
と
思
っ

て
い
た
ら
実
は
う
つ
病
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
早
朝
覚
醒
」（
早
々
と
目
が
覚
め
、

朝
ま
で
眠
れ
な
い
）
と
「
日
内
変

動
」（
朝
は
無
気
力
で
午
後
か
ら
夕

方
に
か
け
て
元
気
が
出
て
く
る
）

の
両
方
が
あ
る
場
合
に
は
、
早
め

に
神
経
科
や
内
科
な
ど
の
専
門
医

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

３
、
食
事
や
刺
激
物

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
な
ど
に
含
ま

れ
る
カ
フ
ェ
イ
ン
、
タ
バ
コ
に
含

ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
に
は
覚
醒
作
用

が
あ
り
、
安
眠
を
妨
げ
ま
す
。
ま

た
、
満
腹
で
も
空
腹
で
も
よ
く
眠

れ
な
い
も
の
で
す
。
食
事
は
遅
く

と
も
寝
る
２
時
間
前
に
す
ま
せ
、

空
腹
で
眠
れ
な
い
場
合
に
は
温
め

た
牛
乳
を
飲
む
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

乳
製
品
に
は
睡
眠
に
重
要
な
役
割
で

あ
る
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
や
精
神
を
安

定
さ
せ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

４
、
環
境

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
眠
り
や

す
い
環
境
作
り
で
す
。
音
が
気
に
な

る
場
合
に
は
、
雨
戸
を
付
け
る
、
マ

ッ
ト
や
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
く
、
サ
ッ

シ
を
二
重
に
す
る
な
ど
し
て
は
い
か

が
で
す
か
。
ま
た
、
光
が
気
に
な
る

場
合
に
は
、
雨
戸
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
、

遮
光
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
光
を
遮
断
し

ま
す
。
手
軽
な
方
法
で
は
耳
栓
や
ア

イ
マ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人

に
よ
っ
て
は
ベ
ッ
ト
や
布
団
、
枕
が

合
わ
な
い
の
が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
自
分
に
あ
っ
た
寝
具
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
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14日貅
13：00 社交ダンス
13：30 詩吟クラブ

15日貊 13：00 ワヒネ・フラ（フラダンス）
09：00 咲友会（民踊クラブ）
13：00 町碁会
13：30 太巻き寿司クラブ
14：00 民 踊 クラブ

16日貍
18：30 生け花サークル
19：00 睦扇会（日舞・新舞踊）
19：00 カラオケクラブ
19：00 ふれあいダンス
19：00 フラダンス（歌踊芸愛好会）
19：00 ＩＴ研究会（情報通信）

17日豸 09：00 町将棋会
19日貂 09：00 ペイント・ＨＩＲＯ（トールペイント）

20日貉
09：30 野菊の会（コーラス）
09：30 フラワークラブ

21日貅 13：00 社交ダンス

22日貊
13：00 ワヒネ・フラ（フラダンス）
13：30 郷土愛好会読書会

23日貍
13：30 着付けサークル
13：30 手編クラブ

24日豸 14：00 友の会（フラダンス）
26日貂 09：00 洋裁クラブ

27日貉
09：00 アンサンブル・ラメール（室内楽演奏）
13：30 フォークダンス

28日貅
13：00 社交ダンス
13：30 詩吟クラブ

01日貊 13：00 ワヒネ・フラ（フラダンス）
09：00 咲友会（民踊クラブ）
13：30 着付けサークル
18：30 生け花サークル

02日貍 19：00 ふれあいダンス
19：00 カラオケクラブ
19：00 睦扇会（日舞・新舞踊）
19：00 ＩＴ研究会（情報通信）

0
3日豸

13：30 草木染め
13：30 成人書道クラブ

05日貂 09：00 ペイント・ＨＩＲＯ（トールペイント）
0
6日貉

09：30 野菊の会（コーラス）
13：30 フォークダンス

07日貅 13：00 社交ダンス
0
8日貊

13：00 ワヒネ・フラ（フラダンス）
13：30 郷土愛好会読書会
09：00 咲友会（民踊クラブ）
11：00 民謡クラブ
13：30 手編クラブ
13：30 押し花サークル

09日貍 14：00 民 踊 クラブ
19：00 カラオケクラブ
19：00 ふれあいダンス
19：00 フラダンス（歌踊芸愛好会）

写真クラブ
10日豸 14：00 友の会（フラダンス）
12日貂 09：00 洋裁クラブ

13日貉
09：00 アンサンブル・ラメール（室内楽演奏）
13：30 フォークダンス

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
レ
ッ
ジ

マ
イ
カ
ー
教
室

参
加
者
募
集

普
段
、
車
は
乗
る
だ
け
で
点
検
な

ど
は
苦
手
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

内
　
容

車
に
つ
い
て
の
初
期
点
検

（
オ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）、
タ
イ

ヤ
交
換
な
ど
の
基
本
的
な
こ
と
。

と
　
き

11
月
24
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

定
　
員

20
名

申
し
込
み

中
央
公
民
館

蕁
44
―
０
２
１
１

11

11

11 月の教室と事業

11 月のクラブ行事・その他

11
月の休館日

4日豺 
 

11日豺 
18日豺 
25日豺 

（振替休日） 蕁
44
―
０
２
１
１

10／31貅～11／3豸 創作美術展
03日豸 13：00 陶芸教室
09日貍 09：00 太巻き寿司教室（2年目の方）

09：00 書道教室
10日豸 09：00 茶道教室

13：30 ペン字教室
13日貉 10：00 睦和大学

16日貍
09：00 ＩＴ講習
19：00 天文教室

17日豸 09：00 ＩＴ講習

◎
公
民
館
体
験
講
座
眈

「
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
親
子
で
工
夫
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
年
賀
状
は
、
き
っ
と
喜
ば
れ

ま
す
よ
。（
年
賀
状
作
成
用
ソ
フ
ト

を
使
用
し
ま
す
）

と
　
き

12
月
15
日（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

対
　
象

町
内
在
住
ま
た
は
勤
務
さ

れ
て
い
る
方
と
そ
の
お
子
さ
ん

（
小
学
校
３
年
生
以
上
中
学
校
３

年
生
以
下
）
で
、
簡
単
な
文
章
が

打
て
る
方

募
集
人
員

20
名（
10
組
）

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

参
　
加

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

費
　
用

無
　
料

持
参
す
る
も
の

年
賀
は
が
き
２
〜

３
枚
（
当
日
は
公
民
館
で
用
意
し

た
練
習
用
の
は
が
き
を
主
に
使
用

し
ま
す
）

講
　
師

む
つ
ざ
わ
ま
ち
づ
く
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
々

19日貂 小・中学校音楽鑑賞会（会場は中学校）
睦沢の里音楽祭（県少年芸術教室）

23日貍 13：30 料理教室
13：30 押し花教室
09：00 書道教室

24日豸
09：30 絵画教室
13：30 フラワーアレンジメント教室
13：30 チャレンジカレッジ（マイカー教室）

27日貉 09：00 男性料理教室
30日貍 09：00 リーダー講習会

素敵な年賀状ができるかな？



筍

土
睦
小
学
校
旧
敷
地
の

鈴
懸
の
木
（
上
市
場
）

◯67

入
口
の
左
に
は
大
き
な
赤
松
、
今

の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
建
物
の
柵
あ
た
り
に

は
桜
の
木
が
あ
り
、
二
宮
金
次
郎

は
職
員
室
の
前
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
鈴
懸
の
木
は
校
門
脇
に
あ
っ

て
、
子
供
の
こ
ろ
大
き
な
木
に
見

え
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
木
は
大
き

く
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
私

も
大
人
に
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う

か
、
木
の
大
き
さ
は
昔
の
ま
ま
の

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
で
も

昔
は
ツ
ル
ツ
ル
し
て
い
た
幹
が
今

は
コ
ブ
コ
ブ
が
出
て
き
た
り
、
台

風
で
枝
が
折
れ
た
り
し
ま
し
た
。

こ
の
木
も
、
こ
こ
を
卒
業
し
た
私

た
ち
と
と
も
に
風
雪
に
耐
え
て
き

た
ん
で
し
ょ
う
ね
」
と
語
っ
た

（
２
０
０
０
年
３
月
14
日
談
）。

話
し
か
け
る
よ
う
に
揺
れ
る

木
陰
は
そ
の
ま
ま
。
人
込
み

に
流
さ
れ
て
変
わ
っ
て
い
く

私
た
ち
を
遠
く
で
応
援
し
て

く
れ
て
い
る
気
が
す
る
。

（
資
料
館
学
芸
員
・
久
野
一
郎
）

蕁
44
―
０
２
９
０

21
世
紀
へ
の
遺
産

お
願
い

古
文
書
な
ど
を

寄
贈
し
て

11
月
３
日
は
文
化
の
日
。
文
化
財

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
古
文
書
や

行
政
公
文
書
は
過
去
の
歴
史
を
知
る

大
切
な
文
化
財
。
も
し
不
要
で
も
処

分
せ
ず
、
資
料
館
（
蕁
44
―
０
２
９

０
）
に
ご
寄
贈
を
。

新
収
蔵
資
料
紹
介
睹

農
家
の
模
型

２
０
０
０
年
２
月
23
日
、
今
関
巌

さ
ん
（
茂
原
市
茂
原
）
か
ら
寄
贈
さ

れ
、１
階
展
示
室
で
展
示
し
て
い
る
。

今
関
さ
ん
に
よ
る
と
「
こ
の
家
は
茂

原
市
六
ツ
野
に
現
存
す
る
河
野
廣
司

邸
で
、
昭
和
40
年
ご
ろ
の
様
子
を
復

元
し
た
も
の
。
河
野
家
は
私
の
女
房

の
実
家
で
、
昔
江
戸
で
商
売
を
し
て

成
功
し
た
と
い
い
ま
す
。
模
型
の
製

作
に
は
昭
和
63
年
ご
ろ
か
ら
平
成
２

年
ご
ろ
に
か
け
て
約
１
年
間
か
か
り

ま
し
た
」
と
い
う
。

特別展ギャラリートーク
「総南の至宝　未来への遺産」
（企画した学芸員による展示解説）
と　き 11月16日（土）午後２時
入場料 大人300円・高校生200円・

小中学生100円

第20回歴史学講座
「江戸時代の古文書」
（睦沢の江戸時代の古文書を読んで
歴史を楽しむ）
と　き 11月23日（土）
ところ 中央公民館
参加費 無料

第４回仏像探訪
「君津地域の仏像彫刻②」
（公民館バスで君津地域の寺院を訪
れ仏像彫刻を鑑賞。参加者募集中）
と　き 12月７日（土）

11月の催し物 11月の催し物 11月の催し物 

上
市
場
公
園
は
土
睦
小
学
校
の

旧
敷
地
。
こ
の
鈴
懸
の
木
は
土
睦

村
歌
に
「
立
つ
や
大
樹
の
鈴
懸
に
」

と
歌
わ
れ
、
11
月
に
葉
が
美
し
い

色
に
染
ま
る
。
土
睦
小
学
校
は
昭

和
48
年
ま
で
こ
こ
に
あ
り
、
鈴
懸

の
木
は
長
い
あ
い
だ
子
供
を
見
守

っ
て
き
た
。
そ
の
こ
ろ
の
土
睦
小

学
校
に
通
っ
た
久
我
岩
男
さ
ん

（
上
市
場
）
に
話
を
聞
い
た
。「
私

は
昭
和
４
年
４
月
に
土
睦
村
立
尋

常
高
等
小
学
校
に
入
学
し
、
昭
和

10
年
３
月
に
尋
常
科
、
昭
和
12
年

３
月
に
高
等
科
を
卒
業
し
ま
し

た
。
当
時
正
面
玄
関
前
は
広
い
馬

車
回
し
に
な
っ
て
い
て
、
校
門
の

土睦小学校旧敷地の鈴懸の木

資料館に移管された
旧土睦村役場文書

開館20周年記念特別展
「総南の至宝　未来への遺産展」
（総南地域の歴史・文化・芸術の粋
を集めました）
と　き 11月24日（日）まで
入場料 大人300円・高校生200円・

小中学生100円

第４回文化財強調週間指定文化財写
真パネル展
（睦沢町所在の国県町指定文化財を紹介）
と　き 10月31日（木）～11月３日（日）

第７回文化財保護ボランティア「妙楽寺」
（国指定重要文化財の大日如来坐像
のある妙楽寺の清掃、仏像解説、住
職講話）
と　き 11月２日（土）午前９時から
参加費 無料

第４回古典芸能鑑賞会

「能『天鼓』と狂言『文山立』」
（東京の国立能楽堂へ行き、能と狂言を鑑賞。
要申込、定員になり次第、締め切ります。）
参加費 3,000円
と　き 11月９日（土）

てんこ ふみやまだち

農家の模型（今関巌さん作）



笋

月のクラブ等定期練習日   4日豺、11日豺、18日豺、25日豺 
11月の休館日 

月の教室  

ソフトボールクラブ

日曜日
9:00 ソフトテニスクラブ（第２、４）

海洋クラブ
10:00 睦沢テニスクラブ（硬式）

10:00
エアロジムクラブ（柔道場）
卓球クラブ

13:30 太極拳（剣道場）

火曜日
少年柔道クラブ

18:00 練心会（少年剣道クラブ）
アウレッツ（ミニバス）

20:00 睦沢アウルス（バスケット）
20:30 剣友会（剣道）

10:00
エアロビクス友の会

水曜日
わかば会（ソフトテニス）

13:00 太極拳（剣道場）
19:00 フットサル（室内サッカー）

木曜日 10:00 ひまわりクラブ

10:00 わかば会（ソフトテニス）

18:00
アウレッツ（ミニバス）

木曜日
練心会（少年剣道クラブ）
青翔クラブ（バスケット）

20:00 剣友会
青年バレー（睦沢中）
わかば会（ソフトテニス）

金曜日
10:00 エアロジムクラブ（柔道場）

エアロビクス友の会（剣道場）
19:30 バドミントンクラブ

アウレッツ（ミニバス）
18:00 少年柔道クラブ

練心会（少年剣道クラブ）
土曜日 みなの会（女性バレー）

20:00
バレー愛好会
剣友会
エアロビクス友の会

10：00

17：00

18：00

18：00
09：00
10：00

卓 球 教 室

軽スポーツ教室小１

軽スポーツ教室小２

軽スポーツ教室小３
幼児リズム運動教室
乳幼児親子運動教室

睦
沢
町柔道

ク
ラ
ブ

大
活
躍
!!

今
年
が
第
１
回
目
と
な
る
千
葉
県

少
年
柔
道
大
会
が
９
月
７
日（
土
）千

葉
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
各
地
よ
り
８
５
２
名
の
選
手
が

集
ま
り
、
団
体
戦
と
個
人
戦
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
個
人
戦
の
部
で
村
杉
登

勝
く
ん
（
土
睦
小
）
が
２
年
生
軽
量

級
に
出
場
し
第
３
位
、
時
田
遼
平
く

ん
（
土
睦
小
）
が
３
年
生
中
・
重
量

級
に
出
場
し
準
優
勝
、
佐
藤
翔
平
く

ん
（
瑞
沢
小
）
が
５
年
生
軽
量
級
に

出
場
し
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
み
な
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

19：30
13：30

10：00

8日貊、22日貊
14日豸
17日豸、24日豸
トレーニングルーム

今月は無し

エアロビクス教室
いきいき教室
トレーニング講座
（一般）
みんなで楽しめる
スポーツ講座

1111

1111

蕁
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―
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24日豸
7日貅、14日貅（テニス）、21日貅、
28日貅
1日貊、8日貊、15日貊（テニス）、
22日貊、29日貊
6日貉、13日貉、20日貉、27日貉
2日貍、9日貍、16日貍、30日貍
1日貊、8日貊、15日貊、22日貊、29日貊

総
合ス

ポ
ー
ツ
大
会

開
催
!!

と
　
き

11
月
10
日（
日
）、17
日（
日
）

と
こ
ろ

町
総
合
運
動
公
園

種
　
目

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
テ
ニ
ス
・

ミ
ニ
バ
ス
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
・
卓
球
・
バ
レ
ー
・
剣
道
・
柔

道
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
軟
式

野
球

主
　
催

睦
沢
町
体
育
協
会

参
加
希
望
の
方
や
詳
細
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
睦
沢
町
体
育
協
会
（
総

合
運
動
公
園
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
蕁
44
―
１
５
６
５

左から村杉登勝くん、時田遼平くん、佐藤翔平くん



筌

教えて！教えて！  教えて！

新しい医療受給者証が
交付されました。

ななちゃん

生活が苦しいので
保険料が納められないが……

Ｑ 夫が２年前から病気で失業中です。とて
も年金の保険料は納められません。このまま
だとどうなりますか？

Ａ このまま未納にしておきますと、将来年
金を受けることができなくなる事にもなりか
ねませんので、お早めに役場住民課保険年金
係にご相談ください。
あなたの世帯の収入が一定の基準以下であ

れば、保険料の全額または半額が免除される
制度があります。免除が認められると未納期
間となりませんので、年金を受ける資格がな
くなる心配はありません。
なお、免除を受けた期間の年金額は、保険

料の全額を納めた場合の３分の１（全額免除）
または３分の２（半額免除）として計算され
ますので、生活に余裕ができたら納付するよ
うにしましょう。
※半額免除の場合は、半額の保険料をおさ

めなければ未納期間になってしまいます。

☆免除の該当基準

※あくまでもモデルケースですので、目安と
して参考にしてください。

10月１日から老人保険制度が改正され、全ての
老人医療受給対象者に、町から９月中に一部負担
割合を記載した新たな医療受給者証を交付しまし
た。
保険医療機関等において、診療を受けようとす

るときには、被保険者証と併せて新医療受給者証
を窓口に提示するようお願いいたします。

世 帯 構 成

標準４人世帯
（夫婦と子供２人・
子の１人は16歳以
上23歳未満）

２人世帯

単身世帯

全額免除

年収
258万円程度

159万円程度

100万円程度

半額免除

年収
424万円程度

271万円程度

150万円程度

「
点
検
商
法
に
注
意
！
」

最
近
、
水
道
部
に
「
水
道
部
か
ら
依
頼
さ
れ
て
、
宅
内
の

給
水
管
の
点
検
を
行
う
。」
と
、
料
金
を
請
求
す
る
行
為
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
水
道
部
で
は
、
給
水
管
の
点
検
を
業
者
に
依
頼
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
客
様
に
費
用
の

か
か
る
修
理
・
点
検
に
つ
い
て
は
、
お
客
様
の
依
頼
が
な
い

限
り
、
業
者
が
直
接
修
理
・
点
検
に
お
伺
い
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
水
道
部
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
　
水
道
部

業
務
課

蕁
23
―
９
４
８
２

工
務
課

蕁
23
―
９
４
９
１

自己負担限度額（月額） 
外来の限度額 

入院及び世帯ごとの限度額 （個人ごとに計算） 

一定以上 
所得者 40,200円 

12,000円 40,200円 

72,300円 

（40,200円） 

24,600円 
15,000円 

08,200円 

一般 

低所得 
蠡 

蠢 

実際に 
かかった 
医療費 

－361,500円 ×1％ ＋ 

★

★一定以上所得者が、12か月間に4回以上、入院及び世帯ごとの
限度額を超えて高額医療費の支給を受ける場合は、4会目から限
度額が40,200円に引き下げられます。
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犯罪捜査に
ご協力を

○指名手配被疑者の
検挙にご協力を！○

警察では特に重大な犯罪を行って逃走中の指名被
疑者をリストアップし、これらの犯罪者を逮捕する
ため、11月中に全国警察の総力を挙げて追跡捜査を
行うこととしています。
そのためには、ご協力がぜひとも必要です。
指名手配被疑者によく似た人を見かけたなど指名
手配被疑者に関する情報はどんなささいなことでも
結構です。警察に通報するようお願いします。
また、次の点についてもご協力をお願いします。
☆「事件かな」と思ったら迷わず１１０番を!!

☆犯罪について知っていることは積極的に通報を！

☆聞き込み捜査にご協力を！

☆被害にあったときは必ず届出を！

連絡先　１１０番
または　茂原警察署

蕁２２－０１１０
なお、オウム真理教特別手配についての情報は、
次のフリーダイヤルを設けています。
フリーダイヤル０１２０―００６０２４

（オウム24時間）

「県税の休日納税窓口」
開設のお知らせ

県では、金融機関等で県税を納税できない
方々のために、休日納税窓口を開設します。
開設日 １１月１０日（日）
時　間 午前９時から午後５時まで
場　所 長生支庁税務課（茂原市茂原1102－1）
内　容 自動車税等の県税の収納
問い合わせ

長生支庁税務課
蕁２２－１７２１

―放火件数13件（平成13年度）―
放火が近年、睦沢町で多発しています。昨年（平
成１３年４月～平成１４年３月）だけでも放火（不
審火含む）は１３件にも達し、依然、予断を許さな
い状態です。放火は、火災全体の３割を占めている
といわれています。放火に対する皆さんの認識と対
処で、火災が３割も少なくなります。日頃からの心
がけで放火だけでなく、その他火災も未然に防ぎ安
心した生活を送りましょう。

放火の防止
地域の方とのコミュニケーションを図り、空家の
管理また、枯れ草の早期刈り取りなど、地域一体と
なって放火を未然に防ぐご協力をお願いします。
また、不審者に対する注意をはらい、見かけた方は、
一宮幹部交番または、睦沢町役場までご連絡くださ
い。

コンロ火災の防止
天ぷらなどを揚げているときに、絶対その場を離
れないようにしましょう。少しの、油断がすべてを
灰にしてしまいます。

たばこ火災の防止
寝たばこ、ポイステは厳禁です

一宮幹部交番
蕁４４－２１２１

睦沢町役場
蕁４４－２５００
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「九十九祭」

譖九十九会では、今年も「九十
九祭」を下記の通り開催します。
皆さんのお越しをお待ちしてい

ます。
【1日目】

１１月９日（土）
午前１０時～午後３時

ところ ときわぎ工舎
（睦沢町長楽寺４９６）
内容 パン、木工、EMボカシ（生
ごみ処理）の販売や実技教室
〈要予約〉
問い合わせ ときわぎ工舎　古山
蕁　 ４４－２２９９
FAX ４４－２６２２

【２日目】

１１月１０日（日）
午前１０時～午後３時

ところ

槇の木学園・九十九幼児教室
（睦沢町上市場６９３）
内容

・福祉についてみなさんと考え
る企画
・楽しく遊べるような企画
・製品の販売、バザーなど

問い合わせ 槇の木学園　海野
蕁 ４４－１２１２
FAX ４４－１２１３

『九十九里沖空港
誘致フォーラム』

九十九里沖空港誘致懇談会と地
域産業振興会議の共催で、首都圏
第３空港の候補地として提案して
いる九十九里沖空港建設構想につ
いてみなさんにご理解いただき、
また、地域一体となった空港誘致
活動を推進していくため、今回、
空港誘致に関する基調講演、パネ
ルディスカッションを開催しま
す。大勢の方の参加をお願いしま
す。
と　き １１月１２日（火）

午後２時～
ところ

国民宿舎サンライズ九十九里
基調講演

「日本の空港事情と海上空港の
可能性について」
講　師　岡田　清（おかだきよし）

（成城大学名誉教授）
パネルディスカッション
「九十九里沖空港の実現につい
て」
申し込み先　役場企画財政課
蕁４４－２５０１

問い合わせ

九十九里沖空港誘致懇話会事務
局（大網白里町企画財政課）
蕁０４７５―７０―０３１５

と　き １１月２日（土）
会場　午後６時
開演　午後６時３０分

ところ 槇の木学園内
（つくも幼児教室食堂にて）
料　金 2,000円
プログラム
津軽じょんがら節
津軽よされ節など

チケット販売・問い合わせ
槇の木学園
蕁４４－１２１２

～演奏とトークの素敵なひととき～

県民講演会
「小泉改革と日本経済の行方」

と　き １１月３０日（土）
午後２時～

ところ 千葉商工会議所
14階第１ホール
（千葉中央ツインビル2号館14
階）

講　師　水谷　研治氏（中京大学
教授・大学院経済学研究科長）
「小泉改革と日本経済の行方」
申込み方法
ハガキまたはFaxで住所、氏名、
電話番号、人数を明記して申込
み願います。先着150名様に
１１月１５日（金）までにFaxま
たはハガキにて招待状をお送り
いたします。

申し込み先
〒260－0014
千葉市中央区本千葉町１－６
ビレッジ１０３
（社）千葉県不動産鑑定士協会
蕁 ０４３－２２２－５７９５
Fax ０４３－２２２－９５２８

家族介護者交流事業
（元気回復事業）

この事業は、今年で３回目を迎
えますが、毎日高齢者を介護して
いる方を対象に、介護から一時的
に解放すると共に元気回復を図る
ことを目的とした事業です。
そこで、在宅介護支援センター睦
沢園では、町から委託された家族
介護者交流事業を開催いたします。
みなさんのご参加をお待ちしてお
ります。
と　き １１月１４日（木）
行　先 東京浅草方面（浅草寺、仲
見世見学と水上バス乗車など）

参加費 １，０００円
※介護しているお年寄りは、睦
沢園でお預かりすることもでき
ますにで、ご相談下さい。

申し込み・問い合わせ先
在宅介護支援センター睦沢園
蕁４４－２５２５
越前・吉野まで

（定員になり次第締め切らせて
いただきます）
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睦沢の森で遊ぶ会“秋”
森のゲームとクラフトを

作ろう！

と　き １１月２３日（日）
午前１０時～午後３時

ところ 妙楽寺の森（広場に集合）
主　催 かずさ緑の会
後　援 睦沢町教育委員会
遊びメニュー

ネイチャリングゲーム
どんぐりや木を使ってのクラフ
トづくり

インストラクター 望月　智さん
（森林インストラクター）

持ち物 水筒、おにぎり、スケッ
チブック、エンピツまたはクレヨン
雨天中止（午前８時決定）

費用 ３００円（お昼代と材料代）
申込方法 電話又はFAX
申込期限 １１月１６日（土）
申し込み先

かずさ緑の会事務局
池口　紀夫
蕁４４－１４１２
FAX４４－１２１３
町中央公民館
蕁４４－０２１１
FAX４４－０２１３

明るい選挙推進運動50周年記念
長生郡市

明るい選挙推進大会
と　き １１月３０日(土)
午後１時３０分～３時４５分

ところ 茂原市東部台文化会館
３階音楽ホール

講　演 山本　孝氏
（NHK解説委員）

「これからどうなる日本の政治」
定　員 ３００名
申込方法 １１月２９日（金）まで
に電話でお申し込みください。

問い合わせ・申し込み先

長生支庁総務課企画調整班
蕁２２－１７１１
町選挙管理委員会
蕁４４－２５００

ごみの焼却規制強化
廃棄物処理法の改正により、一

般家庭での空き地でごみを焼く野
焼き、ドラム缶やブロックで囲ん
だ場所でごみを焼くような行為は
法律で禁止されています。なお、
次に行う場合の野焼きは例外とさ
れていますが、生活環境や付近へ
の十分な配慮が必要であり、ビニ
ールは袋や食品トレイなどプラス
チック類の焼却は可燃ごみとして
出してください。
【例外事項】

○たき火・落ち葉たき・キャン
プファイヤー
○農業・林業を営むため、やむ
をえないものとして行われる
廃棄物の焼却

○（例）【可】稲わら、田や畑の
法面などの草の焼却、伐採し
た枝の焼却【禁止】農業用廃
プラスチック、ハウス用ビニ
ール類の焼却

○風俗・慣習又は宗教上の行事
を行うために必要な廃棄物の
焼却（例）門松・しめ縄など
を焼却するどんど焼きなど

○国・地方公共団体がその施設
の管理を行うために必要な廃
棄物の焼却（例）河川管理者
による河川管理を行うために
伐採した草木などの焼却

○震災・風災害その他の災害の
予防、応急対策又は復旧のた
めの必要な焼却物の焼却（例）
災害時における木屑などの焼
却、道路管理のために剪定し
た枝などの焼却

問い合わせ

長生支庁県民環境課
蕁２６－６７３１
役場環境課
蕁４４－２５１５

Ｏ－157等
腸管出血性大腸菌感染症
に注意してください
Ｏ－１５７をはじめとする腸管

出血性大腸菌感染症が県内各地で
発生しています。原因の特定まで
は至っていませんが、これ以上感
染者を増加させないためにも、県
民の方一人一人が次のことに注意
していただくことが大切です。
１ 感染症防止の基本は手洗いで
す。手はいつも清潔にするよう
手洗いに努め、特に食事の前に
は石けんで手を洗う習慣をつけ
ましょう。

２ 加熱して調理する食品は、十
分加熱するようにしてくださ
い。（目安は、中心温度が75度
１分以上）

３ 焼き肉などをされる場合は、「生
肉を取り扱う箸」と「焼けた肉
をとって口に運ぶ箸」とを使い
分けてください。また、生の肉
を切った後の包丁やまな板で他
の食品を処理しないでくださ
い。（用途別に使い分けるか、
洗ってから熱湯などで消毒した
後使うことが大切です。）

４ 牛レバー刺しや牛刺しは生食
用と表示のある肉を購入してく
ださい。お店で牛レバー刺しや
牛刺しを注文する場合には、生
食用であることを確認してくだ
さい。また、抵抗力が弱い小児や
高齢者は生食を避けてください。
なお、千葉県は牛レバー刺し

や牛刺しは国の衛生基準の目標
に適合した食肉以外は生食用と
して提供しないよう指導してい
ます。

５ 下痢や血便、発熱をともなう
ような症状がある場合は早めに
医療機関を受診してください。
また、このような症状があると
きは、２次感染を防ぐため、食
品を扱うことはさけてくださ
い。

☆ 判らないことや、心配なこと
がある方は最寄りの保健所にご
相談ください。

く ら し  
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●インフォメーション●

相 　 談  

ゴミの収集日
☆１コース

燃えないゴミ… 11月12日（火）
資源ゴミ… 11月19日（火）
粗大ゴミ… 11月26日（火）

☆２コース

粗大ゴミ… 11月７日（木）
資源ゴミ… 11月14日（木）
燃えないゴミ… 11月21日（木）
※燃えるゴミの収集日は、月・
水・金曜日です。

第2回地域生活支援フォーラム
つ く も

～支援費制度で障害児（者）福祉
はどう変わる!？～

と　き １１月１２日（火）
午前１０時～午後４時４５分

ところ 槇の木学園体育館
内　容 “支援費制度によって障害
者福祉はどう変わる”

講　師 岡田　善篤
（川崎医療福祉大学副学長）
シンポジウムⅠ・シンポジウムⅡ
主　催 社会福祉法人九十九会
生活支援センターつくも

後　援 千葉県・睦沢町
参加費 ２,０００円
定　員 １５０名
申し込み・問い合わせ先

生活支援センターつくも
（渋沢・土屋）
睦沢町上市場６９５
蕁・FAX ４４－０９９９
メール sigeru.sibusawa@nifty.ne.jp

●行政相談
と　き 11月13日（水）
午前９時～午後３時

ところ 農村環境改善センター

●人権相談

と　き 11月13日（水）
午前９時～午後３時

ところ 農村環境改善センター

●心配ごと相談
と　き 11月５日（火）、12日（火）、
19日（火）、26日（火）
午後１時～４時

ところ 農村環境改善センター

●健康栄養相談・
介護家族健康相談

健康や食生活に関する相談です。
また、介護している家族の方の相
談にも応じます。
内　容 血圧測定、体脂肪測定、
健康指導、食事指導など

と　き 11月19日（火）
午前10時～11時30分

ところ 農村環境改善センター

●法律相談

○町では、弁護士による法律相談
を始めました。相談日は、月１回
で予約が必要です。
と　き 11月20日（火）
午前10時～正午

申し込み・問い合わせ

役場総務課　蕁４４－２５００

亡くなった人 年齢 区　名 月日

弔 おくやみ申し上げます

睦沢町の人口と世帯
10月１日現在　（ ）は前月比

人　口 8 , 2 3 9 人（－ 3 5 人）

男 4 , 0 4 8 人（－ 1 7 人）

女 4 , 1 9 1 人（－ 1 8 人）

世帯数 2 , 4 9 2 戸 （－ 6戸）

深山　千惠子８８ 大　上 9／4

金子　フミ ７６ 上市場 9／5

海老根　和子５２ 妙楽寺 9／10

村杉　勝子 ７３ 妙楽寺 9／11

鈴木　正二 ６０ 川　島 9／13

市原　種蔵 ９４ 川　島 9／14

闍橋　惣一 ８２ 下之郷 9／19

吉野　　清 ８９ 下之郷 9／19

鶴岡　しづ ７９ 川　島 9／20

佐藤　ヨシ子７１ 川　島 9／29

中村　由夫 ５２ 下之郷 9／30

○長生地域県民センターでは、民事に
ついての法律相談を行います。弁
護士担当。無料。８日（金）午前９
時から電話で予約を受け付けま
す。
と　き 11月15日（金）
午後１時～４時

申し込み・問い合わせ
長生地域県民センター（長生支
庁内）蕁２５－７８３０

外国人のための人権相談会
と　き 11月13日（水）

午後１時～４時（受付）
ところ 千葉県弁護士会館講堂
（千葉市中央区中央4－13－12）
対象者 外国人（ただし、原則と
して日本語を話せる人を同伴）

人　数 先着２０名
費　用 無料
相談内容 外国人の人権に関する
事項全般

準備通訳 中国語、タガログ語、
ペルシャ語、スペイン語、英語
の通訳

問い合わせ 千葉県弁護士会
蕁０４３－２２７－８４３１～２
なお、相談者はパスポートや

給料明細書などの関係書類及び
事実経過などを記載したメモを
お持ちください。

く ら し  



筧

前10月号３ページ「市町村合併の支援策
ってどんなものがあるの？」の中で、(参
考４　12頁参照)とありましたが、本文に
何ら関係ございませんでした。４ページ
「はじめまして」の中で、いちごの品種を
「ふさおとめ」と掲載しましたが、正しく
は「とちおとめ」でしたので、訂正し、深
くお詫び申し上げます。

エネルギー23kcal

材料（６人分）
乾燥ひじき・・・・・・30g
しめじ ・・・・・１パック
えのき茸 ・・・・１パック
れんこん ・・・・・・120g
梅干し・・・・・・・・18g
しょうゆ ・・・・小さじ２
みりん ・・・・・小さじ１
しょうゆ ・・・・小さじ２
みりん ・・・・・小さじ２

（１人分）

エ 簡単でおいしい!!

プロンママさん
とってもかわいい

放送係です。

えっ!?
大玉ころがさ
ないようにね。

in 瑞沢小学校大運動会

蜷お詫びと訂正蜻

先生も楽しく!?
道具係

11・３ 粒 良 医 院 25－8580 菅 原 病 院 25－1171 鈴 木 医 院 42－3111

月　日
茂　　原　　地　　区

一　宮　地　区
内　　科　　系 外　　科　　系

４ にしざわ内科 20－3777 鎗田整形外科医院 24－8686 植草内科医院 42－2005

10 東部台医院 22－2455 森 川 病 院 25－2510 清 水 医 院 42－2950

23 長 生 病 院 34－2121 高田整形外科医院 22－0111 内 山 医 院 42－2662

24 鈴 木 医 院 22－2630 長 生 病 院 34－2121 長生八積医院 32－3282

17 宮 山 医 院 22－4873 茂原機能クリニック 25－7755 長生村国保診療所 32－3303

（診療時間　午前9時～午後5時まで）
（※変更になる場合があります）

診療科目 内科・小児科　　診療時間 午後８時～11時まで

茂原市八千代１－５－４（消防署裏） 蕁24－１０１１

夜間急病診療テレフォン案内　蕁24－１０１１　午後７時～翌午前６時まで

夜　間
急　病
診療所

● 作り方 ●

① ひじきは、水につけて戻し、

水気をきってＡで煮る。

② れんこんは、薄いいちょう切

りにし、酢を加えた湯でさっと茹

でる。しめじとえのき茸はゆでて

水気を絞っておく。

③　梅干しは細かくたたいて、Ｂ

と合わせ、漓滷と合える。

｛
｛Ｂ
Ａ

さっぱりした副菜です。どうぞお試しください。
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